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TadashiYAMADA*,KazuoSuMIYA*,MisatoNoRIMOTO*,
TakayaNoMURA*,ToshimasaOIiGAMA*,TsutomuAoKI*,

andOsamuMATUBARA:

ShortManualonWoodMechanicsXIII.

1.素材の静的粘弾性補遺 (応カー歪図を除く)

2.木質材料の静的粘弾性補遺 (応力-歪図を除く)

表 3-12

表4-12

3. 結合および構造体の粘弾性補遺 (応力-歪図を除く) 表 5-8

4. 素材の動的粘弾性補遺 (応力-歪図を除く)

5. 木質材料の動的粘弾性補遺 (応力-歪図を除く)

6. 木材の水分応力補遺

7. 木材の生長応力補遺

8. 資 料

文 献

表6-12

表7-ll

表9--ll

表12-9

表21

(註) 表および文献中の記号.用語の定義は本資料 1,Ⅳ (木材研究,N｢.34,43)の前文を参照すること｡

表3-12 素材の静的粘弾性 補遺

】 】

盃.応 力 依 存 性 …Z-018(4-17). WI71警(lqT3)･E-89(lC)･K-59(5～7,12-14)･
萱三旦__芦j

水分(溶液吸収) 平 衡 riI--158(1-5)･ lI--159(3).

依 存 性 i非乎裸打 Z-018(4-ノ17). 弓E-89(lC,lD).H-51(2,3).H-56(6).Z-7(2..3).

*木材物理部門 (DivisionoFWoodPhysics)
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表4-12 木質材料の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和

歪 ･応 力 依 存 性

水分(溶液吸収)
依 存 性

温 度 依 存 性

､l ●l::__

ク リ プ

F-10(4-7).H-51(4,5).0-10(I,3-6,8)･
ト159(3).

D-189(2,3).H-51(4-7).0-10(3-6,8)･

H-51(6,7).0-10(3-6,8)･

表5-8 結合および構造体の粘弾性 補遺

臨 て市:一百二了膏抑 D-188(12-147.
歪 ･応 力 依 存 性

水分(溶液吸収)

依 存 性

温 度 依 存 性

E-87(8). H-52(5-10)･H-53(3-5).H-54(2).K-
60(1).

表6-12 素材の動的粘弾性 補遺

水分(溶液吸収)

依 存 性

平 衡 lD-185(5,7).ト157(4-9).氏-60(5).

∫:二;'･_7--. _ _ __
性存依

痩温

生物因子依存性

非平衡

表7-11 木質材料の動的粘弾性 補遺

水分(溶液吸収)
依 存 性

非平衡 戸A-139(2-5,9).

温 度 依 存 性

平 衡 l

非平衡 】A--139(2-5,9).
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表9-11 木材の水分応力 補遺
_= ~~~

潤 ‡ 乾
ij=bM4Vて軒.~面巧5Tで二4TT~~~~~~

膨

応

歪

p-0113(1-9).H-019(7).Z-018(4-17)

外部変形歪
B-050(12,13)･B-052(8,9)･D-0105(4,5)
D-0106(1,2,4,5).D-0112(8).E-0155(1)

煤

D-0107(50-53).D-0108(2-5,2-6,3-7-3-
日,4-1,4-2,4-9-4-日,4-14,4-15,4-17,5-
2,ト13).D-0109(6,7).D一一0111(2-6).D-
0112(8).lLO155(1).E-0157(5,6).ト079
(2-6).K-034(2-4).
中 TuT 4i二両｢ 了〕司汀〔すセ二手~巧 ~j=6T孝二
弓7,4-8,4-13,6-3,7-ll).D-0110(5).D-0112

D-01 D-01

郵貯 臼二桁両で二百二~7二子,-~豆ニー5T

表12-9 木材の生長応力 補遺応力

!外部変形歪

醐 残留歪 下 0016(4-7)･i-002(2,3)･

1

割 れ i

表21 (a)素材の静的粘弾性 補遺

応力緩和一歪,応力依存性

性 1 応力ま畑 ま歪 i含 水 率
堅 L竺_____旦 _竺 竺

≧
弓

～ 80分 ∃無 処 理

文 献 …樹 種 t 特

Z-018;Pinu∫SiluestrZ,'S

応力緩和

Fig･4-7i L･.(0･43)!曲線

立
p
--
し

藤
断
祁
刀

応

面
期
両
初

,
惹~018弓膨潤応力と初

Fig畠～11… 〟 と方言器差二蒔筒

応

刺

四
面
rfT~H

スタンプ式,

Od25萄i

ン

kg/cm2
(水中浸漬)

l

// i /′

ll
L

Fl;.-018㌢ 〟 闇 等紛 謂 例
14～17

温

C

OO
2

l

･,
i
〟1〟

.
ら

_Mー_ー_____ーMPI____

二

ユ

ー_

"

W

､

l

;

11

【

,/",/

応力緩和-水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

訂 嘉~毒丁 温 ~盲 と時 間 座 理
文 献 5樹 種 t 特 性 弓 応力または歪

i歪回復曲線 (含水

(辺材)鷹 島是荒縄 ぎ

Kiefer

とる差)

〟

残留た
荷時間

試片寸法
10×10×12(〕m
たわみ 3,6m

京~面1テ~WTLTT

わみ比一魚篭/孟晶 珪 げ (L)

応力緩和比曲線
10×10×120mm
たわみ 6mm

- 64-
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応力緩和-水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

樹 種 】 特 性 応力または歪 含 水 率

部分圧縮 (良,T)
/圧縮面片面スタンプ式,スタンプ式

応力 0-50kg/cm2
i示 議 霜 l 20oC

応力緩和比曲線(基準応力;比例限応力)
Z-018

Fig.

14～ 17

応力緩和一温度依存性 (平衡)

文 献 1樹 種 弓 特

F瑚 (0736二法

性 】 応力または歪 含 水 率 極 度
点曲げ (R)
試片寸法
30(氏)×7(L)×3(T)mm
たわみ量 2mm

絶 乾 201-80｡Cト 120分

D-187
Fig.6
D-187

Fig. 7

D-187

Fig.ll

緩和量一温度

/合成応力緩和曲線,緩
〟 ;和スペクトル (時間一
温度重ね合わせ)

シフトファクター
-絶対温度の逆数

無処理
熱処理

クリープー歪,応力依存性

文 献 F

D -182
Fig.1,2
D -182

Fig.3

ク ロマツ
クリープおよびクリープ回
復曲線 (苗条の IAA処理
の影響)

流動項一時間

-I/-I-

飽 水

easLeer:lockfクリ←プ 曲 線

圧 縮

(応力う｡～2｡｡｡si)
生材 - →

K-59

Fig.5 Birke(0.58)

- 65-

無処理
メタノ-
ル処理

メタノー

ル処理

10,60,180,360,600秒アンモこ.ア処理
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文献j樹 種;特 性

hspen'o･55'協 言諸 賢)(計 惰■

Aspen(0･55)

FZig7 2 Fl･'n.語o語14UJeEIZs,≡
E

氏

両夜面簸て頁
,600秒によるト算値との比較)

瞬間弾性回復歪,
弾性余効歪,残留
歪-負荷時間

残留歪-負荷時間
(計算値との比較)

クリープ曲線

~~~~~【葡TR-)
力 0.58,
.17,2.8N/mm2
】i】 〟

~~~-融LRl

､----､)

(当流],1㌔5,8k/mm2)
三 点 曲 げ

(解 Y,言.',V75%

FZig7 3弓 〟 + ,-プ強度曲線喜(
点 曲 げ
応力レベル
25-100%

( , 了 172.0.･秒

= 工 二軍 ラ

〟 〟

上 し∴ ｣__ i,
12%m.C.-
塩素ガス中
空気中

12%m.C.→
塩素ガス中

20oC 十 12日 j無処理
l

〟 上 7日 弓 ,,

クリープ-水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

錐圧入 (T )

メラミン樹走碧ノPL70);誓,90品
イパーティクルボ-ド!復曲線Fig.3 負荷25N,頂角1200,底面の半径0.2mm

65%R.H.湿潤 22oC !～3 分

クリープー水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

～

birch(0.68)

spruce(0.46)

redoak

リープ回
(理論値と

1

∴
〟

クリープ曲線

pLl:a.語o;$14:l*rif,恒 -プ曲線

縮
応力 100psi)
.･
.;

･.･;
･･i

_.ーさ
き
｣-

_
､､＼
/レ刀

無処理

140,160,
180oC

-_I - 至 二- _∴

ttfも U2.3芸冊 .～%m.C.弓/応力レベル

圧 縮 (氏,T)
(応力 35psi)

点 曲 げ

WJ 逓 雲

レベノレ
5,50,75%

§三 点 曲 げ

~プ強 度曲 線 1 (

~~ + IL.完~｢

〟 〟

l

)と12董重吉司20oC L～12日
応力レ ベ ル ＼
25-100%ノ

12% m.C.→

塩素ガス中i i

クリープー温度依存性 (平衡)

樹 種 巨 特 性 ; 応力または歪

---tiG -I
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(ち) 木質材料の静的粘弾性 補遺

応力緩和一水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

文 献 と試 供 材 t 特 性 】 応力または歪 弓含 水 率 i温 度 座

B-049
Fig.7 ト160 Fig.6に同じ

応力緩和一温度依存性 (非平衡)

Ⅰ-160 Fig.6に同じ

クリープー歪,応力依存性

E-23 Fig.3に同じ

含 水 率 !温 度 弓時

曲 げ
/応力レベル
7/4,7/2ご7%
6.5回繰返し)

22→13-
22%m.C.

曲 げ
応力レベル

23/4,23/2223%
(6.5回繰返し)

E-23 Fig.3に同じ

19.5%m.C.→

パーティクルボ-ド
針葉樹材,0.6針
･広葉樹材混合,
0.68.0,72

クリープ
強度曲線

三 点 曲 げ (//)
応力レベル
20-60%

三 点 曲 げ (//)

(応盃と516品)

室内･外に放
置
(57-
87%R.H.)

尿素樹脂接着
針 ･広葉樹材
混合ボードに
耐水剤使用

破壊時のたわみ量一応
刀レベル (比重,室内
･外の差)

クリープ-水分 (溶液吸収)依性存 (平衡)

･Fichte,Rotbuche

卜 159㌢パーティクルボ-ド/+一山

クリー

プおよ

Flig･"三正 喜苧環 /IP言oJ闇

ダイアモンド
錐圧入 (T)

負荷25N,頂角
1200,底面の半
径 0.2mm

- 67-

65% R .班 .

湿 潤 分3～C
220 プ

接ノト
-
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クリープ-水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

9
2
001

.
一
g
I)
Fi クド■ボ ド
.
ノヽ

〟

1

･ . 80658065%R.H.｢

j晶 品 譜 警表賢

l

H-51
Fig.5
H-51

Fig.6

H-51

Fig.7

0-10
Fig･3-

(5%,ly, 板 r

spruce):

積 層 梁

(10ply,pine)

〟 K
クリープ曲線 (層
構 成 および被覆の有無の影響)

横 毘ruTe,儀 盛装芋

(10ply,

J､-ll.--;~､J7高二 ~十
針葉樹材,0･6,
･広葉樹材混合
0.68.0.72

層論(理

リープ

′′

画~一一"仙~｢子.~ー
応力レベル

7/4
,
7/227%
(6
.
5回繰返し)
曲 げ

応力レベル

23/4,23/2223%

(6.5回繰返し)

些曲5

ぎ652r
;90%R
.
H
工

22→13-

22%m.C.2

;

三 点 曲 げ (//) r

(応力8.2N′mm2)∃
占…力
lJTjL

ぼて/7T¶山

＼
_
-
I

三 点 曲 げ (//)

曲郵 (応力レ216'16.%)

画画軒 石高童二応
力レベル (比重,室内
･外の差)

≡古画とデ(/7)i
20-50%

蓋 内 .伸 こ放置 壷外戸(57-

～5.5年

尿素樹脂接着
針 ･広葉樹材
混合ボ-ドに
耐水剤使用

/′ ′′

クリープ1.温度依存性 (非平衡)

ply,
spruce)

- - ∴ 一 一

H-51 ⊆積 層 梁L/ln__1__
Fig.7

0-10
Fig.3-6

8

0

1.

tgOr

クリープ曲線(層
構成の影響
,
理論
値との比較)

パーティクルボード針葉樹材,0･6,針･広葉樹材混合,0.68,0.72

クリープ

強度曲線

三 点 曲 げ (//) 1

(応力5.4N/mm2)i
ぎ室内 ･外に放
置
(57-

l＼~

20-60%

三 点 曲 げ (//)

(応力レ2161V6｡タ
破壊時のたわみ量-応 1三点曲げ

室内 ･外に放

(2-
置

87型T!｣
_L三
軍q
ー

尿 素樹脂接
着,針 ･広葉

ボード

型匪坦
時

(C) 結合および構造体の粘弾性 補遺

クリープ-歪,応力依存性
■■二 二二二二二二二二二二二=二二二二二二二二一======================:=======================:≡::====:::=======:=========二二二二二二二二二二二二二二二=二二二三二ここ=二二二 二 二 二 i iii二二二二二

l晶 ｡(壷表芸志蒜跨 針 竿階 段荷重畑 気 乾 (室 温 t～280EI
よび厚さの差) 】 ＼旧 十久 1"J盟 ノ i

F,-87
Fig.8

I ビー ム

間 ≒処 理
ela s t m e r ic

adhesive接着
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動的粘弾性-歪,応力依存性

文 献 E供 試 材 L 特

マカンパ (0.62)
(ラップジョイン
ト)

S-N 曲線

D-186
Fig.4-7

D-188
Fig.12

小 屋 根 組
(ェゾマツ)

片持曲 げ疲労 12%m.C.

荷重一変位曲線 (繰返し)
(たるきつなぎの有無 およ
び変位測定位置別)

5分点4
点荷重方
式

水平荷重

(気 乾)

度 1時 間 i処 理

～107回
尿素樹脂.酢酸
ビニル,フェノ
ール樹脂接着

17回 】釘結合

撲
レ
樹

ト
ぴ
ル

ツ
よ

l

セ
お
ノ
)

ガ
釘
シ
看

板
(
ル
接

合
合
ゾ
脂

二絞節山形ラーメン

三鍍節ア一千
(集成材(ェソマツ,0.43))

荷重一変位曲線(繰返し)
(変位測定部
位による差)

D - 1 8 8

F ig . 1 3

D - 1 8 8

Fig.14

5分点4
荷

6,13回
荷重一変位曲線(繰返し)(荷重部位,変位測定部位による差)

木造住宅 横平行方向の振動スペクトル 地 震

振動速度一周期(測定位置および振動方向別)
波

変位一時間 (測定
位置および振動方
向別)

追

(d) 素材の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

A-136
Fig.4,5

シトカスプルース
(0.41-0.42,0.51)

ウダイカンパ (0.62)
ブ ナ (0.73)

動的弾性率 ,
内部摩擦,比
重一試片厚 さ

二点支持
曲げ振動
(L)
ll-13%m.C.

A-136

Fig. 9
シ トカスプルース (0.55)
ウダイカンパ (0.44)

動的弾性率 ,
内部摩擦,比

重一試片長さ

- 69-



文献r樹

∴ _._:
:＼--137
Fig.9

A-137
Fig.10
E-
-

LF
=i
A
Fi

ス6nO
13
4
,

<
.*F

D-183
Fig.
1～10

DJ83
Fig.13

D-183
Fig.14

D-183
Fig.
15～18

D･-183
Fig.19

D-184
Fig.3,4

木 材 研 究 資 料 第11号 (1977)

n L'i Lt:.lj烹:ニトこ.卜 :･T寸､十 il占.(.!-と叶間 JLL冊
衝撃エネルギ--
繰返し数

最大ひずみ,衝撃
残留ひずみ-繰返

引 張 疲 労 (L)

.衝
み
(
ず
数
ひ
し

撃エネルギーの差)

履歴エネルギー-
繰返し数

累積履歴エネルギ
--繰返し数

動的弾性率,動的
剛性率-平均 ミセ
ル憤角 (計算 値と
の比較)

T頂 面東面章毎盲巧

12%m.C.:20oC 2-271回

〟 弓1-271回

1-271回

無処理

〟〟〟

片持曲げ振動 (L)
縦 振 動
(T,木理角 450)

ス ギ 儲 嘉歪警嬰冒萱芦宗

片持曲げ振動
BHIg

二点支持曲げ
振動 (L)

位の
面

の

率持
そ
性
支
)

と
弾
(
差

径
的
化
る

半
動
変
よ

損
る
の
に

断面欠損半径とその数
による動的弾性率の減
少率の変化 (支持面の
違いによる差)

喜断面欠損半径とそ
≡の位置による動的

憎 琵率の減少率の

動 的 弾 性率- 木理
角r

l三語 y28～..49)
(0.43-0.76)

二点支持曲げ
振 動
(L)

二点支持曲 げ振 動

(木買Ljq),15,3.｡)

気 乾

･∴ ‥'二

音速 一 密度

‥ ∴ ~--=_: 二一 _ ~

スギE3:63嵩 3号引音速~密度

?,ロマツ (0･28-0･50,早

D -184
Fig.6

Fig.7,8ス ギ (0.21-0.25,早
材,0.75-0.97,晩材)

I--∴ ~:一二 :-:-:i-
D--184
Fig.
10,ll

クロマッ
ス ギ

FPgi-21,8:3L ,
i)-11糾 L'"｡マ･･′

Fig

動的弾
性率一
密度

測定方法による音
速の比較

測定方法による動
的弾性率の比較

′′

音速一動的弾性率

･ ■

縦 振 動 (L)i
∃1

二点支持曲げ振動

(L)

l

縦 振 動 (L)

/′

片持曲げ振動 (L)

〟

縦 振 動 rL)

片持曲げ振動 (L)

縦 振 動 (L)

二点支持曲げ振動
OIE

--70-

′′ _ ′′

〟
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応力または歪 含水率ら温 度 t時 間 1処 理

D-185
Fig.2ス ギ

D-185
Fig.6
H-55
Fig.4

音速一試験体の長さ
動的弾性率一静的
弾性率

縦 振 動 (L)

縦 振 動(L)
圧 縮(L)

birch(0.65)

Fichte(0.53Buche(0.66Eiche(0.66

動的弾性率一炭化処理温度
動的弾性率,対数減衰率一試片長さ

Buche(0.66)強度一動的弾性率

二点支持曲げ振動(L)
縦 振 動 (L)

二点支持曲げ振動
LLl

曲 げ (L)

12%m.C.

12%m.C.
炭 化 処 理

無 処 理

水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

樹 種 】 特 性 1 応力または歪

D-185Fig.5D-185

Fig.7

ス ギ 音速一含水率

含 水 率 葛温 度 弓時 間

縦 振 動 (L)

動的弾性率,静的
弾性率-含水率

縦 振 動 (L)
圧 縮 (L)

Fichte(0.53)
Buche(0.66)
Eiche(0.66)

動的弾性率,動的
剛性率,対数減衰
率一含水率

動的弾性率 ,動的
剛性率,対 数 減 衰

率一年輪幅

音速一含水率

0,5,ll,16,
21%m.C.

温度依存性 (平衡)

樹 種

A-140
Fig.2

特 性

動的弾性率,損失弾性
率-温度(ポリマ
有量による差)

応力または歪

片持曲げ振動
(R l

含 水 率

絶 乾0-1｡｡｡串 H zl盈鮮
損失弾性率が最大
となる温度-ポリ
マー含有量

Flg:1.305t 〟

FPg.15233】birch(0･65)
一
媒
量

率
潜
子

性
時
分

弾
浸

.

失
含
量

損

一
有

温度
ポ
よこ

動的弾性率,内部摩擦-温度
スギ(早材)

〃マ含
乱

J
d

ポ
マ
差

(
リ
る

二点支持曲げ振動(L) 絶 乾1100370｡K
損失弾性率-温度

損失弾性率一温
皮,損失弾性率が
最大となる温度-
ポリマー含有量

動的弾性率,損失
弾性率一温度

-71-

無処理,▼ブタジエン,アク
リロニ トリノレ･ブタジエン
共重合体,スチ･レン,スチブタジエン共重合体
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軋 13l 竺 竺

ii;713l 〟

動的弾性率,払失

共重合体に対する
含浸材転移温度の
差一共重合体組成
比率

無処理,スチレン,スチレ
ン･ブタジェソ共重合体含
痩

(e) 木質材料の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

試 供 材 ∃ 特 性

パ-ティクルボード

(

文 献

E-85
Fig.4,5

E -86

Fig. 2

多層,0･75,pine
三層,0･72,Douglas-fir
単層,0･61,Douglas-fir

構造用パネル
面裏面藤1

K-58
Fig.1-8

応力または歪 r含水 率
引 張 疲 労 (〟)
(応力レベル45-90%)
秀 断 疲 労 (//)
(応力レベル45-90%)

aini(0.54),guljan(0.68)whiteceder(0.67),palmari(-)
champak(0.44),pali(0.55),
padauk(0･64),mullilam(-),
ただし芯板,添芯板はpali

I.数f
率率係率率性性壊性性弾弾破重弾弾的的げ比的的静動曲一静動

げ
持
動

曲

支
振

点

点
げ

四

二
曲

(.I.
I
-
工｡
･
｣卜】

～1×10i層雲樹脂

～0.4秒 】無処理

フェノー
ル樹脂接
着

水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

供 試 材 】 特 性 F 応力または歪

破壊までの応力繰 !
返し数N-蒸気流
入量

四点曲げ疲労
(台形波)

含 水 率 L温 度

1両 -Rお 謡 甲高 繭 言F57.6野 分

A-139
Fig.3,
A-139

Fig.5

A-139

Fig.9

∃四点曲げ疲労(台形波)
S-"曲線 1応力レベ占∵24～..51)

四点曲げ疲労(台形波)

違置'"木上仏日応力レベ6∵34～｡.35)N-試片採取
最大たわみ-処理時間
(加熱,加湿終了時点
における比較)

琴気流入 ｣塾昼

l

′′′/
〟 〟

堕を一一1 3500回
76回/分
～9000回
76回/分

～6000回
76回/分

～40分

尿素樹
脂接着

温度依存性 (非平衡)

文 献

A-139
Fig.2
A-139

Fig.3,4

A-139

Fig.5

A-139

Fig･ 9

供 試 材

パーティクルボード(0.62-0.65)入量 (台波形)f【
〟 】S-N 曲線

N-試片採取位置
(加熱,加湿＼/JIIJヽヽヽ■/LJl'l--LJF･'J
における比較)

四点曲げ疲労(台形波)

(応力レベ占∵24～..51)
四点曲げ疲労(台形波)

終了時点

含 水 率

30秒間隔で
蒸気流入
30秒間隔で

熱風流入

l

〟∃〟11

間 ヨ処 理

76回/分
～9000回
76回/分

～6000回
76回/分

-72-
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(f) 木材の水分応力 補遺

膨潤一応力

供 試 材 処 理 条 件

A-043
Fig.1,2

ス ザ (CrJPtomeria
JaPonicaDIDoN,0.31,T,R.)

マカンパ (Betula
MaximowicziiREGEL,0.73,T,良.)

測 定

法 1 条 件 1 量

水中浸漬
20oC
～100分

膨潤圧,膨潤率,
自由膨潤量を圧縮
するに要する応力
Csp一時間

A-043
Fig.5

A-043
Fig.6

B-049
Fig.6

針葉樹材7種 (T,氏),散孔
材12種 (T,氏),環孔材12種
(T,良)

計 算
歪 拘 束

膨潤圧と膨潤圧-自由膨潤
量曲線の直線部分より求め
た応力Pspの比較

Psp-Csp

R方向に対する
潤圧比,膨潤率
(拘束条件によ

膨
の間
向時)万一差丁比る

A-026Fig.
1に同じ

D-0113
Fig.1,2

ス ギ (CrhtomeriajaPonicaD･DON,0･31,T,R)
ヒ ノ キ (ChamaecJParl∫Oblu∫aENDL.,0.41,T,R)
アスナロ

(ThujoPsi∫dolabrataSIEB.etZUcc.,0.44,T,R)
ツ ガ (TSugaSieboldiiCARR.,0.48,T,R)
アカマツ (P inu∫den∫ljloraSIEB.etZUcc.,0.49,T,R)
クロマツ (Pinu∫ThunbergiiPARL.,0･57,T,R)
カラマツ (LarixKaemAferiSARG.,0.59,T,R)
針葉樹材7種 (Fig.1,2,T.氏)
散孔材12種 (Fig.4,T,良)
環孔材12種
キ リ (Paulowniatomenio∫aSTEUDEL,0.31,
ハ リギ リ (Kalopanaxseptemlobu∫KoIDZUMI,0.47
キ ハ ダ(PhellodendronamurenseRUpRECHT,0.52

D-0113
Fig.3

ク リ (Ca∫taneacrenalaSIEB.etZUcc.,0.52,
シ オ ジ(Fraxinu∫commemorali∫KoIDZUMI,
ハルニレ (Ulmu∫Dauidiana

ヤチダモ
ケ ヤ キ
ミズナラ

Planchonuar.japonicaNAKAI,
FraxinuSmandShuricaRUpRECHT

350

0
.
61

360

I･I

lI

･･1

､･-

_U

.
11

川

2
:.
捕

E.RE.号
.
T

T

Rl

m

E;

i
;

Zelkoua∫eTataMAKINO,
0
･
70
,
T
,
R)
q

uercu∫-sp
u
l

aBLUME,
0
.
74
,
0
.
78
,
T
,
R)

ニセアカシャ (Robinia.賢 eudacaciaLINN･,0･78,T,R)
ク ヌ ギ (quercu∫acutlS∫maCARR.,0.93,T,R)

D-0113
Fig.4

ドロノキ(Populu∫M axim ow icziiA.HENRY,0138,T,R)
シナノキ (TiliajaponicaSIMONKAI,0.42,T,R)
クスノキ (CinnamomumCamphoraSIEB.,0.42,T,R)
ホオノキ (MagnoliaobouataTHUNB.,0.46,T,R)
カ ツ ラ
(Cericidipj!yllumjaPonicumSIEB.etZUcc･,0･59,T,R)
シラカバ (Belulaplathkiylla
SUKATCHEVUar･japonicaHARA,0･60,T,R)

ブ ナ (FaguSCrenataBL.UM.E,0･62,T,R)
マカンパ (BetulaMaximowICZlanaREGEL,0.73,T,R)
ヒメシャラ
(SiewartiamonadelphaSZEB･etZUcc･,0.77,T,R)
イスノキ
(DiStJliumracemo∫umSIEB･etZUcc･,0･83,T,R)
ツ ゲ (Buxu∫japonicaMUELL･ARC.,0.87,T,R)
モチノキ (IlexintegraTHUNB.,0.92,T,R)

ー 73-

〟 水中浸漬
20oC
～320分

最大膨潤
圧一比重

〟 歪拘束
副 長

膨潤率,
収縮率,
横圧縮弾
性率の 且
に対する
Tの比一
最大膨潤
圧のRに
対するT
の比
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文 献

D-0113
Fig.5

D-0113
Fig.6

供 試 材 r処 理 条 件

Fig.3に同じ

〟

D-0113弓
Fig.7!

D-0113
Fig.8

D-0113
Fig.9

方 法i 条
20oC, 1

;調 湿

〟

針葉樹材7種
(Fig.1,2,T)

Fig.3に同じ

Fredoak 戸

Fig･4～7;
)

Z-018岳
Fig. . 〟

8-Ill

Fig.･2,131
Z-018≡

Fig･

14-17≡

(0.43氏,T)

調

2.老聖篭 分 思琵竺違孟T

I, 否 拘 束 . ′′

〟 ; 〟

111

歪 拘 束歪 拘 束

拘束面片面ス1
タンプ式,両
面スタンプ式ノ

定

件 ∃ 量
≡==二手~一顧 寧嘩亭垂

最大膨潤庄一
膨潤率
最大膨潤庄一

横圧縮弾性率

水中浸漬
20℃,～100分
水中浸漬

20oC ～̀320分

膨潤圧一含水

率

含水率

･--- -I

70oF,86%R.H.
～100時 間

膨潤圧-時間 (ロード
セルによる誤差を補償
するための試片の有無
哩 ___ _ーー
____一 己

(水中浸溝)
20℃,～80分
圧締圧 0-50kg/cm2

･ § 〟

1

､

r 〟

部分膨潤圧一

時 間

部分膨潤圧と初期
圧縮圧との差一時

間

部分膨潤圧の初期
圧縮圧に対する比

一時間

部分膨潤圧の比例
限応力に対する比
-時間

膨潤-外部変形歪

供 試 材 と処 理 条 件

8-050
Fig.12

B-050
Fig.13

･､一一･√-∴二 卜
B-052
Fig.8
B-052

Fig.9

【

l

r

F?gIO去?55≧

刺

G一一01 Fig.6,8に同じ

E-079 Fig.2に同じ

三層,尿素樹脂接着.尿
素 ･メラミン共縮合樹脂
接着,上

パ-ティク)レポ-ド
三層,尿素樹脂接着,尿

素 ･メラミン共縮合樹脂

接着.//

ジョンコン

60 105oC P205
-24 -48時間 減圧乾燥

/′

20oC,
(DacIJlocladus∫teno∫lac砂∫

oLIV.,0.50)∃調

20℃,100%R.班.1-- ---I
板幅測定

〟

一 ･一･一･~一一~~~~~-~
20oC,P205乾燥
2.5回繰返し
20℃,100%R.H.･ヽ

20oC,P205乾燥

4回繰返し
水中浸潰
30,60℃,～12時間

厚さ膨潤率一
含水率 (接着
剤による差)

曲げ弾性率
比,豆量比,
たわみ比一繰
返し数 (接着

剤による差)

65%R･H･】板幅測定 ∃

､

-ll7-I--I

乾燥

室温.30,60℃,～12時間
12回繰返し

変しの返さ繰厚【,翠
幅化数
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供 試 材

D-0106
Fig.4

D-0106
Fig.5

パネル
表裏板
バーレイ
酢酸どこ

処 理 条 件
測

方 法 ! 条

測

件

定

矢高測定
室内に放置,～

量

パネル
芯板 ジョンコン
表裏板 ポルエステル樹脂
オーバーレイ合板,合板
酢酸ビニル樹脂接着

冷圧 (2kg/cm2,3時
間)によりパネル製
造後無処理,合板に
ラッカー.アミノア
ルキッド樹脂塗装

測 長

D-Ol12
Fig.8

E-0155
Fig.1

E-0157
Fig.5,6

スギ
(CrJPiomeria
japonicaD･DoN,
0.27-0.44)

パーティクルボード
三層,0･80,souther n yellow
pine,尿素樹脂接着 ,フ ェ ノ
ール樹脂接着
パーテ ィク
southern
yellow
cottonwood

乾 球 90-100oC
乾湿差 3-25oC
～8日

非圧縮,旋回圧締
110%m.C.- --→
乾 球 90-100oC
乾湿差 3-25oC
～7日

非圧縮,平面圧締
60%m.C.-
乾 球 90-loo℃
乾湿差 40-60oC
～5日
旋回圧縮

-) ) ->
測 長

psi,10秒)
340oF,450psi
により製造

板幅測定

時

80 72 80 72oF
30 65 90 65%R.H.

65 30 90 65%R.H.
72 80 80 72QF

湿
塗
)

係
(
差

開
聞
る

I時
よ

-

一
に

反
度
装

厚さ,長 さの
変化率-
cottonwood
含有率

WeiBtanne
(AbiesalbaMILL.)

〟

I-079】Wei13tanne

無処理,アセ
チル化処理,
フクリル化処
哩

測 長

水中浸漬

103oC,炉乾
7回繰返し

ディメンジョナル･ス
クビリテ ィ (Ds)-処
理時間 (繰返しの影
響)

Ds-アシル
基含有率 (繰
返しの影響)

アシル基単位含有率当
りの Ds-アシル基含
有率 (繰返しの影響)

無処理,フタ
Fig.5声(Abie∫albaMILL.,L.R,T)Fリル化処理

- 75-

FIig-?769iweiBtan(nAebie∫albaMILL.)

Ds-アシル
基含有率一繰
返し数

Ds一比容積
密度 (繰返し
,処理時間の
影響)
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K-034
Fig.2

K-034
Fig.3

K-034
Fig.4

供 試 材

パ-ティクルポ-ド
単層,0.51-0.71,
Zirbelkiefer,0.50-0.75,
Larche,0.47-0.78,
WeiBbuche,0.47-0.72,
Ahorn,尿素樹脂接着,//,

〟

パ-ティクルボ-ド

(違甲良Oi;9品 8i;//1,82)

処 理 条 件

20℃,
65%
R.H.
調 湿

JL.
so℃,
25%
R.H.
～8週間

定刺幅鰍

r【

1
30
25
ぺ

〕

3090ぺ

〕
30
65
ぺ

〕

30957

1
30
75
ぺ

1

30907

〕
30
65
7

1

3｡25ぺ

定

件 ! 量

1
30
75
ぺ

≡≡コ≡E】
30 30
85 75
-2-2

300C
25%R.H
-2週間

.よ
膨

率
お
き

水
き
長

含
厚
び

厚さおよび長
さ膨潤率一密
痩

厚さおよび長さ膨潤率,比膨
潤率一木材密度 (一定板密度
,充填率における比較)

乾燥-外部変形歪

文 献 】 供 試 材

B-048
Fig.1

FBi昌?4塁皇

レッドラワン
ShoreanegrosenSiSFoxw.
0.45,0.53,0.64,T

処 理 条 件
方 法

生 材 F測 長

ヒ ノ キ (ChamaecJPari∫ obl.u∫aENDL･,0･41,T)
マカンパ (BetulaMaximowwziiREGEL,0･64,T)
ミズナラ (quercu∫criJPulaBLUME,0･61,T)
クルイン (Dipterocarpu∫grandljloru∫BLCO･,0･82,T)
レッドラワン (Shoreanegro∫ensi∫Foxw･,0153,T)
カロフイルム (CalopTiyllumsp･,0157,T)
キャンプノスパーマ

(CampnoSPermabreuipeiiolataVoLK,0･45,
ラ ミ ン (GonJ∫tylu∫sp.,0･71,T)
ェ リ マ (Oclomele∫sumatranaMIq･,0･33,T)
ナ ト ー (Palaq牢mkarrakKANEHIRA,0･66,T)
タ ウ ン (Pomel2aSP･,0151,T)
ホワイトシリス (Ailanlhu∫alti∫∫imaSwINGLE,0･40,T)
_?I ミナリア(Terminaliasp.,0･45,T)
MaximowicJ=ii
REGElJ,0.66,

B-049
Fig.9
B-049

Fig.10

B-050
Fig.12
B-050

Fig.13

B-052
Fig.8

ち-052
Fig.9

パーティクルボード

副 生 材

三層,尿素樹脂接着,尿
素 ･メラミン其縮合樹脂
接着,⊥
パ-ティクルポ-ド尿素樹脂接着,尿
ラミン共 縮合樹脂
I..I

条 件

20℃, 55% R .H .

測 長

E-017 Fig.12に同じ

E-017 Fig.9に同じ

G-01 Fig.6,8に同じ

E-079 Fig.2に同じ

芦艶
m

)
→一一一--1----う ー-m----→
105oC P205

4 -48時間 減圧乾燥

)_iT___ 〟

- 76-

〟

_一一一___________一一二ヽ

20℃,55%R.H.

20℃,100%R.H.
t ~~~---一､---~~~
20oC,P205乾燥2.5回繰返し
20℃,100%R.H.一一ヽ
I--
20oC,P205乾燥
4_旦麹重しー_

静的弾性率比
-セット比

厚さ膨潤率-
含水率 (接着剤による差)
曲げ弓単性率比,重量比,
たわみ比-煤
荒と警73(警戸
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材 処 理 条 件
刺

方 法 【 条 件

定
l習
貞邑

D-0106
Fig･4 室内に放置,～240時間

反り一時間
(部材の初期
含水率による
差)

D-0106
Fig.5

パネル
芯板 ジョンコン
表裏板 ポリエステ
オ-バーレイ合板 ,
酢酸ビニル樹脂接着

時製にア
3ル板ノ装盟 .｣ .:.帖㈹弊欄圧)後ツキ冷間造ラル

時

湿
塗
)

疏
(
差

関
間
る

.時
よ

り

一
に

反
度
装

柿

辛

ー 77-

柿



木 材 研 究 資 料 第11号 (1977)

文 献 も 供 試 材

D-010B
Fig.･
37,318

D-0108
Fig.3-10

処 理 条件

カラマツ 【
(LarixKaemjferiSARG., ≒生

0.37-0.62)1

〟

D-0108
Fig.3-9,3-ll
D-0108
Fig.4-1,4-2
D-0108Fig.
4-9～4-1i
D-0108
Fig.4-14,
4-15,
D-0108
Fig.5-2

D-0108
Fig.7-13

D-0109
Fig.6

D-0109
Fig.7

D-0111Fig.2,3

DFi-g?II.I?

材 き測 角 圭

条 件
-----ゝ -- -→

人工乾燥 乾球 85oC
湿球 80oC
～4時間

逆旋回および曲げ圧縮

普 通,旋回乾燥

圧 縮 乾燥調湿
逆旋回,

D-067 Fig.5,6に同じ

曲げ圧縮

D-065 Fig.1,2に同じ

D-058 Fig.3-1,3-2,.4に同じ

D-063 Fig.8,9,11に同じ

D-094 Fig.2に同じ

カラマツ
(LarixKaemAferiSARG･)

1
カラマツ
(LarixKaemAjTeriSARG･,

0.38-0.52)

//

(I,lZ'LL.i:カラマツ sibiricaLEDEB.,

測 角
測 長

0.56-0.62,T,LT)エゾマツ(PiceajezoensisCARR･,0.38,0.42,T,LT)アカマツ (Pinusden∫LforaSTEB'･
et ZUcc., 0.41-0.43,T,LT)

ベニマ ツ

(PinuSkoraienSi5,0･40,T,LT)
ェゾマツ (Piceajezoen∫i∫CARR･,

0.38,0.42,LT)
,_bllltカラマツ (Larix ∫ibg.i;a61-.E?6E2?',LT )
Fig.5,6弓アカマツ (Pinu∫ den∫ijloraSIEB･
⊆ etZUcc.,0.41-0.43,

〟〟

D-0112
Fig.8

スギ
(qyPtomeria
JaponicaDIDoN,
0.27-0.44)

生 材
無処理
PEG
処理

-一一->--- >

Ei
二巨邑

定

乾燥材ねじれ
の矯正処理前
後の関係

20 20 20℃
60 85 65%
～30～30 R .H.

～30日

ねじれお
よび含水
率の環境
による変
動

人工乾燥 202020℃
658565%R.H.

木 造 ,

コ ン ク リ- ト住 宅内放置

副 角 ∃ 〟

ねじれ,含水
翠,板幅 (R)
の環境による
変化 ww
ねじれ量,割
れ長さ.収縮
率,含水率一
時間

ねじれ量,収

率

→ → - → → → - -→ 16,乾球55556060657070℃8,13,乾湿差355812205oC12%
m.C.

-
-

･･-･･--･･-肝
左
上10 0 % m .C.--- -- →乾球90-100oC乾湿差3- 25℃～8日

非圧縮,旋回 圧 縮
1 1 0 % m .C .

乾球90-100oC

乾 温差3- 25oC ./
-7日

非圧締,平面圧縮

乾 球90-100oC

乾湿差 40-60oC
～5日
旋回圧縮 ノ

- 78-

20℃,65%R.H.

調 湿20℃,85%R･H･
2.5回繰返し

ねじれの
環境によ
る変動
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処 理 条 件

パ-ティクルボード
E-0155
Fig.1

三層,0.80,southernyellow
pine,尿素樹脂接着,フェノ
ール樹脂接着
パーテ ィ クルボード

E-0157
Fig.5,6

southern

yellowplne,
cottonwood

刺

条

定

→ 一･ヽ →
測 長 80 72 80 72oF

30 65 90 65%R.H.

チ ッ プ乾燥 (7%m.C.)
後 冷 圧 (150psi,10秒)
熱 圧 (340oF,450psi,
5.2分)により製造

WeiBtanne
(AbiesalbaM ILL.)

板幅測定

厚み変化率,
含水率一関係
湿度 (接着剤
および耐水剤
による差)

→ → --1ゝ ___- __一一ヽ
65 30 90 65%R.H.
72 80 80 72oF

厚さ,長さの
変化率-
cottonwood
含有率

無処理,アセ
チル化処理,
フタリル化処
理

測 長

水中浸漬

103oC,炉乾
7回繰返し

ジョナル ･ス
S)一処
しの影

Ds-アシル
基含有率 (繰
返しの影響)

アシル基単位含有率当
りの Ds-アシル基含
有率 (繰返しの影響)

Wei13tanne
(AbieSalbaMILL.,L,R,T)

K-034
Fig.2

K-034
Fig.3

無 処 理 , フ タ

リル 化 処 理

WeiBtanne
(AbiesalbaM ILL.)

パーティクルボ-ド
単層,0･51-0.71,
Zirbelkiefer,0.50-0.75,
Larche,0.47-0.78,
Wei13buche,0.47-0.72,
Ahorn,尿素樹脂接着,//,
⊥

20℃,
65%
R.H.
調 湿

板幅測定

1
30
25
ぺ

1
30
90
ぺ

1
30
65
ぺ

1
30
95
ぺ

〕
30
75
7

1
30
90
7

1
30
65
ぺ

〕
30
25
ぺ

1
30
85
ぺ

1
30
75
7

Ds-アシル
基含有率-繰
返し数
Ds-比容積
密度 (繰返
し,処理時間
の影響)

含水率,
厚さおよ
び長さ膨
潤率

厚さ,および
長さ膨潤率一
密度

K-034
Fig.4

パーティクルボード

(違甲良Oi窟品 8%3;//1,89 皮,充填率における

厚さおよび長さ膨潤率,比膨
潤率-木材密度 (一定板密

乾燥一内部残留歪
供 試 材

D-0107
Fig.49

処 理 条 件
方

20℃,65%R.H.～105日

- 79-

定

件 】 量

伸縮歪,
含水率の
試片厚さ
方向分布●
(材種に
よる差)



木 材 研 究 資 料 第11号 (1977)

文 献

D-0108
Fig.2-3

D-0108
Fig.3-5

試 材 1処 理 条 件
l

刺

方 法 喜 条

D-070 Fig.3に同じ

D-067 Fig.4に同じ

0.37-0.62)

秤

l → → → → → -→
!乾球 80809090 100 10080-90oC

∴_ ∴ 二 ∵ _ _ ~~

i 弓 も監護称t_ニ圧華

定

水
さ
乾

一
)

含
厚
(

ユ差

.片
布
ジ
る

歪
試
分
ケ
よ

綿
の
向
ス
に

伸
率
方
燥
ル

D-0108
Fig.4-7,
4-8

1)-0108
1,'ig.
4-13

D-0108
Fig.6-3

D-0108

D-01
Fig.

D-0112
Fig.5

シラカンパ
(BetulaTauSChii

KoIDZ.)

D-058 Fig.2-1,2-1に同じ

D-065 Fig.7に同じ

D-095 Fig.3に同じ

D-093 Fig.8に同じ

(CrJPlomeriajaponica
D .D oN, 0.27- 0.44)

∴ こ∴ ∴ ∴ ~‥
柿

生 材
無処理
PEG
処 理

ス封
法
ス

伸縮歪,含水
率の試片厚さ
方向分布

100%m.C.-- - →
乾 球 90-loo℃
乾湿差 3-25oC
～8日

非圧縮,旋回圧縮
110%nl.C.--- m- →

乾 球 90-100oC
乾湿差 3-25oC
～7日

非圧縮,平面圧縮
110%m.C.- 一-→;調 湿
乾 球 55-80℃
乾湿差 4-25℃
～14日
旋回圧縮

60%m.C.-- 一一→
乾 球 90-loo℃
乾湿差 40-60oC～5日旋回圧縮

伸
恰
商
防
‖
後
ヨ
ー

縮
水
片

歪
率の
厚さ
向分布
湿調 前
の差)

80
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乾燥-割れ,コラップス

D-0107
Fig.54

カラマツ
(LarixKaemAferi

SARG.)

測 定

→ 30→ 25→ 20→ 18→15%m.C. →

乾球 50 55 55 60 65
湿球 47 50 48 50 50
-2-1.5-1.5 -2-0.5
非圧縮,平面圧縮,旋回圧縮
→ 30→ 25→ 20→ 15→12%m.C.

乾球 55 60 60 65 70
湿球 52 55 53 55 55
-2 -1-0.5 -1 -1
非圧縮,平面圧縮,旋回圧縮

20℃,65%R.H.～105日

天 乾
月平均温湿度 -6-15℃,63-86%R･H･

～240日

日

1

辛

-午

二

∴

木
面
本
び
長
分
採
置
乾

圧

よ

乾燥による無欠点材出現率の林分,
試料採取位置,材種,乾燥法,圧締
法による差

25→ 20→ 15→12%m.C.

～.6?冒 ～S… ～75冒 77～?…2日 屡監 菱

D-0107
Fig.56

D-0108
Fig.7-3,
7-4,7-7

D-0108
Fig.
7-5,7-6

D-093 Fig.3,4,5に同じ

カラマツ
(LarixKaemAjTeriSARG･)
エ ソマツ

(Piceajezoen∫i∫CARR･)
トドマツ

(Abie∫∫achalinen∫i∫var･
may ianaMIYABEetK UDO)

PEG
お よ び
NaCl
処 理

測 長

乾 球 80-loo℃
乾湿差 3-35oC

乾 球 120℃
乾湿差 75oC
- =E

乾 球 80-loo℃
乾湿差 35-55oC

割 れの長さ×最大幅の総和
樹種,PEG重合度,
NaCl濃度.浸漬温度,
浸漬期間,養生期間,乾
燥スケジュール,圧縮の
有無と種寮による差

D-0108
Fig.813

D-059 Fig.2に同じ

(g) 木材の生長応力 補遺

内部残留歪

樹 歴
刺

件 t 量

H-0016
Fig･4
H-0016

Fig.5

Beech (Fagu∫SJIuatica,L) 径 35cm 以上 伸 縮 歪
測 定

立木の歪測定部位 (地上
1 .3m) の上下 に穿 孔径 35cm 以上

の傾斜木

H-0016
Fig.6

径35cm以上

g ol761 一 一

.I-002 Fig.3に同じ

外周におけるL方向生長歪
分布

外周におけるL方向最
大歪の方位一傾斜方位

外周におけるL方向平均生
長歪の頻度分布 (単層林と
多層林の比較)

- 81-
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刺

法

査
定
柿伸
測

材
材

得
て

正
あ 定

条 件 】 量

二 一∴ 二 二 二 ~∴上下に穿孔

- - :-_,I:-I::----1I･:-I

文 献

粘 弾 性 補遺

日 本

片岡明雄,小野晃明,木材試験片の振動および動力学的性質の測定値と実験条件の関係 (第

2報)試験片の形状および寸法について,木材誌,22,I(1976)･

宮川秀俊,森 稔,木材および木質材料の衝撃的性質 (第 i報)低サイクルにおける木材

の衝撃引張疲労,木材誌,22,69(1976)･

祖父江信夫,浅野猪久夫,木材の微細構造と力学的性質に関する研究 細胞壁の繊維方向の

ヤング率とせん断弾性係数,木材誌,22,211(1976)･

OKUMA,M･,Manufactureandperformanceofconstructionuseparticleboard.IIl10n
thedurabilityorparticleboard,木材誌,22,303(1076)･

田所賢一,佐野 健,中戸莞二,木材一ポリ酢酸ビニル複合体の粘弾性挙動の温度依存性,

木材誌,22,309(1976)･

小野晶孝,構造接着の現況と問題点,木材工業,31,2(1976)･

斉藤藤市,熱圧縮木質材料の寸法変化 (1),木材工業,31,8(1976)･

SUMIYA,K.andT.YAMADA,Effectofindole-3-aceticacidontensilecreepofJapanese

blackpinehypocotyl,WoodResearch,Not59/60,1(1976)･

中山義雄,断面欠損をもつ木材ぼりにおける動的ヤング率の低減について,高知大学学術研

究報告,23,農学 N0-12,115(1974).

藤原新二,松本 臥 超音波パルス法による木材中の音速とヤング率について,高知大学農

学部演習林報告,No.5,37(1976)･

林 弘也,小田一幸,松本 鼠,木材の音波の伝播速度とヤング率について,九州大学農学

部演習林集報,No.26,119(1976)･

丸山 武,伊藤勝彦,宮野 博,枠組壁工法による小屋組の耐九 北林産試月報,No･294,

1(1976).

沢辺 攻,服部富雄,安蘇国猛,低温度熱処理による乾燥木材の応力緩和の変化機構につい

て,岩手大学農学部演習林報告,No･7,15(1976)･

伊藤勝彦,丸山 武,宮野 風 合板ガセット接着法による木造山形ラ-メンの剛性と強度,

北林産試研報,No.65,1(1976)･

有馬孝醸,建築材料および部材の耐久設計基準 5.外周湿度変化状態下の木質材料の反り

および境み変化,建築研究所年報,67(1974)･

アメリカ

McNATT,∫.D.and F.WERREN,Fatiguepropertiesorthreeparticleboardsintension
andinterlaminarshear,ForestProd.∫.,26,No･5,45(1976)･

NEMETH,LJ.andC.D.EpLING,Impactloadingexperimentation,ForestProd･J･,26,

No,2,49(1976)･

HoYLE,R.I.,Jr.,Designingwood structuresbondedwithelastmericadhesives,Forest

Prod.J.,26,No.3,28(1976)I

A-136

A-137

A-138

A-139

A-140

ち-58

B-049

D-182

D-183

D-184

D-185

D-186

D-187

D-188

D-189

E-85

E-86

E-87

MADSEN,B.andD.BARRETT,Durationorload,ForestProd･J･,26,Not2,57(1976)･ E-88

ZIEGLER,GIA.,W･K･MURPHEYandF･CIBEALL,Operationalvariablesinpressdrying

easternhemlock,ForestProd..I.,21,No.10,32(1971)

- 82---

E-89
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McNATT,J.D.,F,ffectofrateofloadinganddurationofloadonpropertiesofparticle-
board,USDAForestServiceResearchPaper,FPL270,(1975)･

RANTA-MAUNUS,A･,Theviscoelasticityorwood atvarylngmoisturecontent)Wood

ScienceandTechnology,9,189(1975)･

MEDEARIS)K･)Responseorawoodresidencetonuclear-inducedseismicexcitation)Wood

Science,8,105(1975). H-52

PoLENSEK,A.,Dampingcapacityofnailedwood-joistfloors,WoodScience,8,141(1975)･ H-53

HILTON,K.C.,A.PoLENSEKandG.H.ATHERTON,EffectofnailspaclngOnrigidityof

aplywood-woodjoint,WoodScience,8,234(1976). H-54

MooRE,G.R,,P.R.BLANKENHORN,F.C.BEALLandD.E.KLINE,Somephysicalprop-

ertiesorbirchcarbonizedinanitrogenatmosphere,WoodandFiber,6,193(1974). H-55

WANG,JIH.andF.C.BEALL, Laboratorypress-dryingofredoak,WoodScience,8,

131(1975).

ド イ ツ

RADU,A.undD.BRENNDORFER,ZurzerstarungsfreienPrtifungdesHolzesdurchSch-
wingungsversuche,HolzalsRoh-undWerkstoff,34,219(1976).

PERKITNY,T.undZ.HoFFMANN,ZurRelaxationvonHolzmachverschiedcnlanger,

konstanterDurchbiegung,HolzalsRoh-undWerkstoff,34,167(1976).

EYERER,P.undP･BC,HRINGERJ.MikroharteprtifunganSpanplatten,Spanplattenbeschi-

chtungundVollholz,HolzalsRoh-undWerkstoff,34,251(1976).

MIZUMACHT,H･andM･FUJINO)Interactionbetweenwoodandpolymers)Holzforschung,

26,164(1972)･

NARAYANAMURTI,D.,V.S.DEVARAJAN,G.D.MoHANandP.K.PADAKI,Effectofvarious

defectsonthemechanicalpropertiesofcommercialplywood,HolzforschungundHolz-

Verwertung,27,41(1975).

RocENS,K･,DierheologischeEigenschaftenvonmitAmmoniakplastifiziertem Holz,

Holztechnologie,17,40(1976).

ILLER･,EigenschaftenundVerarbeitungYonFichtenresonanzholzftirMeistergeigen(II),
Holztechnologie,17,32(1976).

イギ リス

HUNT,D･G･,Rupturetestsorwoodchipboardunderlong-term loading,∫.Inst.Wood
Sci.,7,No.3,13(1976)･

そ の 他

RACZKOWSKI,J･,W･WZECHOWICZ,Pelzanieiwy trzymalo孟6drewnazginanegowきrodo-

wiskugazowegochloru(Creepandstrengthofwoodsubjectedtobendinginthe

medium ofgaseouschlorine),RocznikiAkademiiRolniczejwPoznaniu-81,97(1976).
(英要約あり)

HELI&SKA-RACZKOWSKA,IL･,J･RACZKOWSK･,S･WARDULEdsKI,Wplyw poczqtkowych

napr?ze丘 孟ciskaj%cych nadociskoweci孟nieniep冒CZnieniadrewna(Effectofinitial

compression stressesonswellingpressure ofwoodunderbearingloads),Poznadskie

towarzystwo przyJaciolnaukwy dzialnauk technicznych pracekomlSJlteChnologll
drewnatom 6,31(1976)･(英要約あり)

水分応力 補遺

日 本

寺沢 真,人工乾燥燥作における研究課題,木材誌,19,207(1973).

三城昭義,木材の膨潤圧に関する研究 (第7報) 木材の膨潤圧と緩机 木材誌,22,129
(1976).

久田卓興,簡本卓造,南洋材のドライングセットについて,木材工業,28,61(1973).
斉藤藤市,熱圧縮木質材料の寸法変化 (1),木材工業,31,8(1976).

斉藤藤市,熱圧締木質材料の寸法変化 (2)完,木材工業,31,55(1976).

- 83-

H-56

Ⅰ-157

i-158

Ⅰ-159

I - 7

0-10

Z-7

Z-018

A一一042

A-043

B-048

B-049

B-050
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菅野国男,拘束条件と膨潤応力の関係について (第 i報)-針葉樹材の場合-,木材工業,

31,196(1976).

三城昭義,有馬孝硬,大熊幹章,パーティクルボードの水分に対する性質 (Ⅰ),木材工業,
31,299(1976).

木材部 ･林産化学部,南洋材の性質21.南洋材の材質および加工性の評価,林試研報,No.
277,87(1975).
鷲見博史,ダグラスファ-2′′×4′′,2′′×6′′材の高温乾燥に関する研究,林試研報,No.
285,1(1976).

桜井広明,金沢 宏,内田隆三,HC耐久性試験機による各種接着剤の耐久性試験,静岡県

工業試験場報告,No.20,33(1976).

西尾 茂,木製パネル反りの測定と対策,鳥取木工研.No.17,7(1976).

小野寺重男,山本 宏,高橋政治,川口信隆,鎌田昭吾,河島 弘,大山幸夫,奈良直哉,

米田昌世,橋本博和,千葉宗昭,小倉高規,吉田弥明,野崎兼司,高谷典良,田口 崇,

新得産カラマツの材質と加工試験,北林産試研報,No.64,1(1976).

大山幸夫,奈良直哉,米田呂世,橋本博和,千葉宗昭,菅野新六,カラマツ小径木の乾燥に

よる損傷防止に関する研究,北林産試研報,No.64,116(1976).

千葉宗昭,橋本博和,菅野新六,大山幸夫,住宅内部におけるカラマツ材の乾燥特性,北林

産試月報,No･293,1(1976).

奈良直哉,大山幸夫,米田呂世,橋本博私 千葉宗昭,小径広葉樹材の乾燥 (l) -心持ち

材の PEG 処理-,北林産試月報,No.286,5(1975).

島崎鶴雄,吉田垣隆,シベリア産葉針樹材によるドレスドランバー製造試験 一狂いにおよ

ぽす製材木取りの影響-,木材と技術,No.25,1(1976).

奈良直哉,橋本博和,千葉宗昭,大山幸夫,道南スギ材の乾燥,北林産試月報,No.297,1

(1976).

三城昭義,木材の膨潤圧に関する研究 (第6報)木材の膨潤圧と樹種,初期含水率,膨潤率,

および横圧縮ヤング係数との関係,東京大学農学部演習林報告,No･68,111(1975)･

アメリカ

MACKAY,.J･F･G･,Delayed shrinkageaftersurfacingofhigh-temperaturekiln-dried
northernaspendimensionlumber,ForestProd.∫.,26,No.2,33(1976).

LEE,W-C.andE.J.BIBuS,Effectofahighandlowrelativehumiditycycleonprop-

ertiesofsouthernyellowpineparticleboards,ForestProd.J.,26,No.6,32(1976).

SHUNK,B.H.,Dryingsouthernhardwoodtimbers,crossties,andposts,ForestProd.J.,

26,No.451(1976).

CoLEMAN,G.E.andE.J.BIBLIS,Propertiesofparticleboardfrom southernyellowpine
andcottonwoodmixtures,ForestProd.J.,26,No.1,48(1976).

ScHMIDT,I.,Pressdryingofbeechwood,ForestProd.I.,17,No.9,107(1967).

BARISKA)M･) CollapsephenomenainbeechwoodduringandafterNH3-impregnation,

WoodScienceandTechnology,9,293(1975)･

SUcHsLAND,0リ Measurementorswellingfわrceswithloadcells,WoodScience,8,194

(1976).

ド イ ツ

PoppER,R.undM.BARISKA,AcylierungdesHolzes.3.Mittei]ung:quellungsund
Schwindungseigenshaften,HolzalsRoh-undWerkstoff,33,415(1975).

NEUSSER,H.,U.KRAMESund M.ZENTNER,Vergleichsuntersuchung derwichtigsten

heimischen HolzartenhinsichtlichihrerEignungftlrdieSpanplattenherstellung.Teil

II:DasVerhaltenunterFeuchteeinwirkung,HolzfbrschungundHolzverwertung,28,

79(1976).

そ の 他

HELI*sKA-RACZKOWSKA,L.,I.RACZKOWSKI,S.,WARDULE*sKI,Wplyw poczqtkowych
napr?ze占 昌ciskajqccych nadociskoweci孟nieniep与CZnieniadrewna(Effectofinitial

compressionstressesonswellingpressureofwoodunderbearingloads),Poznaaskie
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towarzystwoprzyJaciolnaukwydzialnauk technicznych pracekomlSJlteChnologll

drewnatom 6,31(1976)･(英要約あり)

生長応力 補遺

アメリカ

PNEVMATICOS,S.M.,I.B.FLANNandJ.WHITTAKER,Sawingpatterneffectonwarploss

orhardmapledimensionstock,ForestProd･J･,25,No.12,43(1975)･
SAURAT,J.andP.GU丘NEAU,Growthstressesinbeech,WoodScienceandTechnology,
10,111(1976)･

ド イ ツ

TRENARD,Y.etP.GU丘NEAU,Relationsentrecontraintesdecroissancelongitudinaleset

boisdetension,damslehetre(Fagu∫yIvaticaL.),Holzforschung,29,217(19751･
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